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 近鉄は、衣類や雑貨の回収サービスを展開する株式会社 ECOMMIT（鹿児島県薩摩川内市、代表取締役

CEO：川野輝之 以下、「ECOMMIT」）と連携し、持続可能な地域社会の実現に向けた取り組みの一環と

して、2026年 11月４日（水）から大阪上本町駅に資源回収ボックスを設置します。 

本取り組みは、駅構内に資源回収ボックス「PASSTO(パスト)」を設置し、駅をご利用される方から不

要となった衣類や雑貨を回収し、品物は「ECOMMIT」が選別して、リユース・リサイクルを通じて新た

な価値へとつなげるものです。 

駅という身近な場所から循環につなげる機会を創出することで、「捨てる」ではなく「次に活かす」とい

う新たな選択肢を提示し、地域の皆さまとともに資源循環型社会の実現を目指します。 

近鉄では、今後も SDGs（持続可能な開発目標）や CSR（企業活動における社会的責任）への取り組み

を推進し、環境負荷の低減と持続可能なまちづくりに取り組んでまいります。  

詳細は別紙のとおりです。 

 

   

広報部 

 

 

〒543-8585 大阪市天王寺区上本町６丁目１－５５ 

駅からはじまる、新たな資源循環  

大阪上本町駅に資源回収ボックスを設置 
～不要となった衣類・雑貨をリユース・リサイクル～ 

 

資源回収から再流通までの仕組み   
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1．概  要：不要となった衣類や雑貨を駅構内に設置した回収ボックスで回収し、リユース・リサイクル

につなげる取り組みです。回収品は株式会社 ECOMMITが選別し、国内外で再流通または

資源として活用されます。 

2．設置期間：2026年 11月４日（水）～2027年 4月 30日（金）  

※回収状況を踏まえ、再設置や他駅への展開を検討する予定です。 

3．設置場所：大阪上本町駅 地上ホーム改札外口 近鉄上本町駅営業所内 

        ※【営業時間】平日 10:00～19:00 ／ 土日祝 9:00～18:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．回収品目：衣類・雑貨 

分類 回収できるもの 回収できないもの 

衣類 

トップス、ボトムス、ジャケット、 

コート、スカート、 

子供服・ベビー服 

カビ・汚れ・破れがひどいもの、 

制服・体操着・ユニフォーム、 

下着・靴下、水着、着物・帯 

ファッション雑貨 

腕時計、財布、 

鞄（カジュアル・ビジネス）、 

ランドセル、ベルト、 

帽子・ヘアアクセサリー、 

アクセサリー、メガネ・サングラス 

カビ・汚れ・破れがひどいもの、 

ボックスに入らないサイズのも

の、ジュエリー（宝石類）、靴全般 

ホビー・おもちゃ 

釣具、楽器、ミニカー・鉄道玩具、 

トレーディングカード、ブロック、 

プラモデル、ラジコン、 

フィギュア・ぬいぐるみ、知育玩具、 

ソフビ人形、 

その他使用可能なおもちゃ 

破損しているもの 

 ※一度ボックスに投函されたものは返却することができません。 

 

（以 上） 

別 紙 

資源回収ボックス設置イメージ（大阪上本町駅 営業所内）   
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近鉄グループは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

＜参 考＞ 

●株式会社 ECOMMITについて  

株式会社 ECOMMIT は「捨てない社会をかなえる」ために、ものが循環するインフラをビジネスで実現

する循環商社です。全国 7箇所に自社の循環センターを持ち、不要になったものを回収・選別・再流通し

ています。さらに、"ものの流れ"をデータ化する自社開発のトレーサビリティシステムにより、リユース・

リサイクル率の算出や、CO2 削減量のレポーティングまで行うことで、企業や自治体のサステナビリテ

ィ推進に向けたサービスを包括的に提供しています。  

  

●ECOMMIT の資源循環サービス「PASSTO」について  

捨てない社会をかなえる「PASSTO（パスト）」～ あなたの街の循環ステーション ～ 「PASSTO」は

“PASS TO”を短縮した造語で、「次の人に渡す、未来へつなぐ」を意味しています。PASSTOは、生

活者の身近な場所で資源循環の入口となり、使わなくなった不要品を「回収」し、最適な使い道の「選別」、

再活躍させる「リユース・リサイクル」の循環をつくります。PASSTO でお預かりした衣類のリユース・

リサイクル率は約 98％。単純焼却された場合と比べて、CO2排出量の削減にも貢献しています。 

 

【SDGsへの貢献】 

持続可能なまちづくり（11．住み続けられるまちづくりを） 

資源循環型社会の実現（12．つくる責任つかう責任） 

資源循環による環境負荷の低減（13．気候変動に具体的な対策を） 

 

 


